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〔特集研究・教育促進委員会主催 第一回教育セミナ一報告〕

学習者の立場からみた家族看護専門能力の修得

藤野

私は平成 15年に高知女子大学大学院看護学研究

科家族看護CNSコ}スに入学し以降平成 17年ま

での 2年間，多くの先生方，院生の先輩・後輩そして

臨床の方々にご教授頂きながら，家族看護専門能力

の修得に努めて参りました.この過程で「学習者の立

場Jからどのような教育が家族看護専門能力の修得

に役立つたのか，特に臨床に戻った今，家族専門看護

能力を発揮していくためにはどのような能力を取得

したことが臨床で役立つているかについて書かせて

いただきます.

上記のことをお伝えするにあたり ，r専門能力修得

のための学習H知識・技術の実践応用Hこれからの

課題』という 3つの視点から書かせていただきたい

と考えております.

1. r専門能力修得のための学習j

f専門能力修得のための学習jとは主として学習面

からどのような教育訓練が現在の実践力の基礎と

なったかということです.r専門能力修得のための学

習Jとしては「理論学習Ji理論の事例への応用Ji相互

作用の中での思考過程への接触jの3つを挙げるこ

とができます.

1. i理論学習J:高知女子大学大学院家族看護

CNSコースでは，家族に関する理論を多く学びま

す.理論学習は重要ですが，ただ， i理論は光であるj

という言葉を教わったことがあ りますが，光が当た

るとある部分に影ができるように，その限界と適用

を知った上で，適用した場合に，その理論という光

が，複雑多様な人間・集団をある側面から照らし出

し現状を説明し，解釈を可能としそして予測を生
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むものになるということを理解しておくこ とが必要

と考えます.

また，私たちCNSコ}スの学生はこのよ うな理論

を家族アセスメント・介入で多用いたします. です

が，理論の持つ認識論的前提や哲学的背景などを理

解せずに用いることは混乱を生みかねないと考えま

す.例えば，役割理論では，その背景となっている理

論的背景を理解しない場合には，より文化・社会な

どからの規定的な側面でのみ役割を捉えてしまい，

相互作用の中で作られる役割形成の動きを見落とし

てしまいかねません.

ですので， 改めて強調しますが，理論を学ぶことは

重要であり，アセスメント・介入に欠かせませんが，

理論の持つ認識論的前提，哲学的背景そして理論的

眼界などを理解せずに用いることは，対象の一面を

全体と誤解してしまい 理論の枠に対象を押し込め

る危険性を持つことになるので，先ほどの視点を学

ぶことは学習者にと って重要と考えます.

2. i理論の事例への応用J:理論の学習を実践力

にするためには，事例での応用は欠かせません.理論

を学び，事例で応用し，また理論に戻るという プロセ

スの繰り返しが必要となります.事例応用では，慢性

期・回復期などの「ステージJ，精神疾患・がんなど

の「疾患J，在宅・入院などのi(療養)状況」の視点

でそれぞれの特徴を理解しながら，その中で家族看

護理論をどのように応用していくかを学ぶことが基

礎的理論の応用力 ・実践力を高めることになりま

す.実際に私が臨床で教育を行う場合には，対象者の

ニーズ・病棟の特徴(回復期病棟など)に応じて組み

合わせを考えます.例えば，精神科で，急性期のケア

を行うことが多い病棟の場合， 上記のすべての視点

を提供するのではなく 重要とな り，使用頻度の高い
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視点を重点的に教育するなどしています.確かにど

のような特徴を持つ対象であっても看護実践を可能

にするような家族看護専門能力の取得のためには，

基礎的な家族看護理論を身に付けることが必要にな

ります.しかし家族看護が基礎教育に必ずしも取り

入れられていない現状では，家族看護理論に触れた

経験がない方も多くいるのが現状であり，実際に臨

床の方々が興味を持ちやすい 1つの方法として，臨

床の方々が日々努力されながらも，悩まれているよ

うな臨床でニーズの高い部分から家族看護の考え方

を学んでもらい，徐々に基礎的理論へと深めていく

という教育の方法も必要と考えます

3. 1相互作用の中での思考過程への接触J:直接

的な教育場面での専門能力の修得も重要ですが，同

じぐらい重要なものとして 相互作用の中での思考

過程への接触があります.例えば，先生方の書かれて

いる家族看護についての原稿を拝見させていただく

場合などには，先生方が，事例などでどのようにアセ

スメントされ，介入を考えていらっしゃるか，特に自

分が同じ事例をどのように分析するかとの比較など

を通して.1考えの偏りJなどを知り.1新たな視点を

取り入れるjきっかけとすることができます.

これは，他の場面として，普段の先生方との会話場

面，あるいは，同じように家族看護を学んでいる学生

同士での悩みの相談，優れた能力を持つ臨床実践者

の実践エピソードなど，何気ない日常場面での他者，

特に家族看護に対する造詣の深い方との相互作用自

体がきっかけとなり，私の場合は，先ほどの「理論は

光である」などはまさにそうですが，このような新た

な視点を得た結果として，自分の課題を見出し知識

が再構成される機会となっています.このような経

験から，私自身が臨床実践の中でロールモデルと成

りうるように研績を積みながら，同時に，優れた実践

能力を持つ臨床実践者を支援することで，多くの臨

床実践者が，素晴らしい家族看護実践に触れること

のできる機会を増やすための努力を行っています.

11. r知識・技術の実践応用j

『知識・技術の実践応用』では，身に付けた知識・

技術を実践力に変換していくトレーニングを行うに

あたって，学習者としてぶつかった壁を乗り越えて

いく中で見えてきた必要なサポートと教育について

お伝えします.ここでは「スーパーパイザー，ロール

モデルの必要性JIコンサルテーション・コーデイ

ネーション能力の強化の必要'性Jの2点をお伝えし

ます.

1. 1スーパーパイザー，ロールモデルの必要性J: 

指導者の必要性についてお伝えしたいと思います.

高知女子大学では l年次に基礎的学習を積み. 2年

次に実習に参りますが，実習では，学生は週に 1回の

カンファレンスなどを除いては，基本的に自分でア

セスメントをし，介入と評価を行います.しかしなが

ら，複雑多様な実際の現象を前にしたときに，これら

の看護過程と基礎的知識の応用が妥当性を有するも

のであるか，初学者としては戸惑いを覚えることも

多々ありました特に，実際の家族の理解では理論だ

けでなく. 1家族にとっての病気体験Jや「家族らし

さJの理解も必要になりますが，大学院に来るまで，

必ずしも家族看護の視点から，家族を捉えてこな

かった私にとっては.1家族にとっての病気体験JI家

族らしさ」とは「どのようなものであるのかJIどのよ

うに捉えれば良いのかJなど，先生方や卓越した実践

者からの指導がなければ捉えがたいものもあり，そ

の点でも「スーパーパイザーがいることJと「定期的

な(あるいは必要に応じた随時の)振り返りを行うこ

とJが初学者には必要と言えます.

また，未だ家族看護 CNSが輩出されていないとい

う現状もあり，特に，臨床場面でロールモデルを得る

ことが困難なため，多くの臨床実践者の方々が苦労

をされていると思います.私が以前臨床におりまし

たころも，多くの家族看護を行っている実践者の

方々が. 1自分の行動は良かったのか?Jと疑問に感

じ，看護実践の意味づけを求めながらも，得ることが
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できないという状況を多々目にしてきました.私は

学習者として大学院に所属している立場上，幸運に

も先生方というモデルを得ることができましたが，

臨床でこそ，知識を備え，優れた実践を行うモデルを

育成すること，支援体制を整えることが必要と考え

ます.

2. iコンサルテーション・コーデイネーション能

力の強化の必要性J:家族看護実践では， 1人ですべ

てを行うことには限界も存在します.それは，家族の

中には，同時に複数の健康問題が存在する場合があ

り，更に，そのような家族は病院の中に限らず様々な

状況の中にいる場合さえあるということです.この

ような複雑多様な事例を前にして，私自身が初期の

頃は一人で全てを抱えなければと思い，抱えきれず

に実際に困難な経験をしました.

例えば，急性の心臓疾患にかかった病者の子ども

がうつ状態で自宅にいるような場合，家族看護実践

を行う上では，急性期の視点だけでも，入院の視点だ

けでも完結できませんこのような場合，家族への援

助を行う上では，地域職・精神科看護師などエキス

パートの力を活用しつつ，協働して家族を支えてい

くことが必要になります.そのためにも，家族看護実

践を行う上では，コーディネーション・コンサル

テーション能力は重要になってきます.これは専門

看護師だけでなく，病棟で家族看護を実践する看護

師が退院援助を行う場合などにも共通することであ

ると考えられます.

まだ，家族看護実践においては，家族の健康を促進

する上で，家族自身の力を有効に活用・強化し対処

能力などを高めることも必要になりますが，その際

にも，上記能力は必須の技術であると考えます.

111. Wこれからの課題j

『これからの課題』では大学院での学びの中で，ま

た臨床に出た現在から，家族看護専門能力の修得の

ために，課題になると感じられたことをお伝えしま

す.これには「学習面の課題Ji実践上の課題」の 2つ

を挙げることができます.

1.学習面の課題:学習面の課題としては，理論の

中には今日的状況に合いにくいものがあるのではな

いかという点がひとつあります.例えば家族発達理

論などが例に挙がると考えます.家族が多様化して

いる現状で，それぞれの家族の多様なあり方に対し

て， どのような理論的視点を身に付けることが家族

看護実践に必要であるのかの見直しが今後必要であ

ると考えます.例えば，私自身，離婚をしても継続的

な付き合いのある夫婦関係の場合など，多様な家族

を前にしてどのような発達段階を考える必要がある

のか迷うこともありました.単に逸脱と捉えてしま

う場合，その家族の固有に持つ力や豊かさを見失っ

てしまう可能性があり，その視点を得るためにはラ

イフコース研究など他領域での知見の活用を必要と

しました今後は，家族看護CNSの役割として，家

族の多様なあり方に対して，どのような理論的視点

を身に付けることが家族看護実践に必要で、あるのか

を，臨床実践者の方々と共に発信し研究・理論へつ

なげて行きたいと考えております.

また， 3つの視点CiステージJi疾患JiC療養)状

況J)のところでお話いたしましたように，家族看護

は広い領域に及ぶものであります.私自身，このよう

に広い領域の中では，学習を積んでいても，自分がど

のような力をつけ，何が課題として残されているの

かについて，常に不安が付きまとっておりました.こ

のような経験からも，現状の実践力の把握と向かう

べき方向性については，定期的にフィードパックを

してくださるとともに ガイダンスなと舎を千子ってく

ださることが初学者の助けとなると考えます.

2.実践上の課題:家族看護を実践する上で，私自

身にとって常に課題となることは，介入技法を洗練

化させるということです.例えば，役割調整の場合，

役割理論という体系化された知識があれば，役割期

待を明確にして見直したりするなどの介入が可能と

なります. しかしながら，実際に役割調整を行う場

合，家族員にはそれぞれの価値感や利害があるため，

調整は容易ではなく，むしろ家族との援助関係の形
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成，家族の持つ不満の調停，交渉など，必ずしも介入

技法が明確で、はない領域での技法を必要とします.

幸い，他領域においては知見として蓄積されている

こともあり，援用することもできますが，家族看護の

視点から再構成する必要があります.またアウトカ

ムについても，同様で，先の援助関係の形成という介

入のアウトカムは何で評価するのかなどが必ずしも

明確ではありません.このように，介入技法およびア

ウトカムの開発が今後の家族看護実践において重要

な課題となると考えております.

以上. I学習者の立場jからどのような教育が家族

看護専門能力の修得に役立ったのか，特に臨床に

戻った今，家族専門看護能力を発揮していくために

はどのような能力を取得したことが臨床で役立つて

いるかについて，お示しさせていただきましたが，家

族看護専門能力を習得していく上で，もう一つ重要

であったものとして.I共に喜び，悲しみ，一緒に歩

んでくれる人がいるjということが挙げられると思

います.大学院で家族看護専門能力を学ぶ 2年間多

くの困難もありましたが，実際に関わらせていただ

いたご家族と喜びを分かち合えることが，次の困難

を乗り越えていこうとする動機となり続けてくれて

いました同じように，先生方，臨床実践者の方々が，

単に教育者として指導をしてくださるだけでなく，

共に努力したことを喜び、分かち合ってくださったこ

とが，臨床で家族看護実践を続けている今につな

がっていると改めて思います.ですので，これから家

族看護専門能力を取得されようとお思いになり，険

しい道を進もうとされようとしている方々に，共に

歩んでくださる方がいらっしゃれば， どれほど心強

いであろうと思います.私自身がそのような存在に

なれるように今後とも努力したいと考えておりま

す.




